
1．はじめに

研究者による研究の成果は，論文や特許となって公知と

なる。公知となった論文は，ジャーナルや文献データベー

スという形で利用できることに加え，検索エンジンでも網

羅性高く調べることができる。同様に，特許データベース

も高度になり，世界の特許情報が瞬時に，論文と同じイン

ターフェースで検索できる時代になった。こうした情報時

代の進展の中で，大学や研究機関での研究成果の情報発信

が盛んになり，機関リポジトリの普及によって，著者版な

がら論文の本文も含めた収録・公開に発展した。さらにオー

プンサイエンスの進展に伴い，論文だけでなく論文発表の

元となるデータについても焦点があたるようになり，

ジャーナルや書籍などでもオリジナルデータの提出を求め

られるようになった。これらのデータには，社会的な要請

もあいまって再現性のエビデンスとしての期待も高まって

いる。

一方で大学などの研究機関では，その組織に所属する研

究者のプロフィール情報，具体的には氏名や所属，経歴や

研究内容を収録した出版物が，以前から作成されてき

た注 1)。研究者のプロフィール情報においても研究成果と

同様に，公開の形態が紙媒体から Web サイトに変わって

いるが，上述のオープンサイエンスの「読者が研究の成果

に可能な限りアクセスできるようにする」というコンセプ

トは，研究者プロフィールサービスにも影響を及ぼしてお

り，研究者プロフィールサービスに求められる役割は，単

研究機関によって運営される研究者プロフィールサービスは，オープンサイエンスの進展に代表される研究活動の多様化や，

Institutional Research の取り組みによって，その目的が研究成果の公開から研究活動の分析のための情報基盤へと広がってきている。本

稿では，今後の研究者プロフィールサービスの方向性や，その構築・運用に求められる研究機関の取り組みについて論じる。
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なる研究者の名簿や業績一覧の提供にとどまらなくなって

きている。

筆者らは物質・材料研究機構（NIMS）において，研究

者プロフィールサービス「SAMURAI」1) の開発と運用に

携わっている。本稿では，SAMURAI の開発・運用に携わっ

てきた経験を踏まえながら，オープンサイエンス時代の「成

果を公開・共用する」というコンセプトのもと，研究者プ

ロフィールサービスにおける，多様化する研究活動を捕捉

する試みについて報告する。

2．研究者プロフィールサービスの目的と用途

2.1　 研究者プロフィールサービスはどのような目的を

持って作られるか

通常どのような組織においても，構成員の氏名・所属・

連絡先を収録した名簿が存在するはずである。しかし，研

究者プロフィールサービスが職員名簿と大きく異なるの

は，以下の用途に用いられるという点である。

氏名や所属だけでなく，研究内容をもとに研究者を探す。

また，研究者をもとに研究成果や研究内容を探し，必要

に応じて外部の情報源へのナビゲーションを提供する

研究者の連絡先を調べるためだけではなく，研究者や研

究機関のつながりを探す（たとえば，関連する研究を行っ

ている機関内部・外部の研究者を探す）

これらの機能を，研究機関の内部と外部の両方に対して

提供する

研究者プロフィールサービスの目的のひとつは，どのよ

うな研究者がその研究機関に所属しているのか，またどの

ような研究を行っているのかを紹介することであり，これ

は先述のとおり，古くは紙媒体で，現在は Web サイト上

で行われてきている。SAMURAI は 2020 年には約 100
万ページビューのアクセスがあったが，このうち機構内か

らのアクセスは約 15％を占めており，研究機関内部での

利用が多いことが示されている。また，SAMURAI では

2018 年にはスマートフォン表示への対応を開始してお

り 2)，2020 年時点ではスマートフォンからの参照アクセ

ス数は全体の約 10％となっているが，「機構の役職員が外
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部の見学・視察などの対応を行っている途中で，研究者の

研究内容を手元のスマートフォンで調べる」という新たな

利用シーンが生まれていることがわかっている。

一方，研究者のプロフィール情報を正確，かつ効率的に

更新することの需要は高まる一方である。2019 年度の科

研 費 公 募 よ り， 審 査 委 員 が 審 査 の 参 考 と し て

researchmap3) の情報を参照することが明記されたよう

に 4)，従来の情報発信に加えて，履歴書としての用途にも

研究者プロフィールサービスが用いられるようになってい

る。

また，研究者プロフィールサービスは研究者個人の業績

情報を公開するだけでなく，その研究者が所属する研究機

関の内外での共著・共同研究の実施状況を調査したり，ま

たその結果に対して他の研究機関との比較分析を行ったり

するために用いられるようになっている。このような調査

分析は，近年 Institutional Research における取り組みと

して話題になることが多いが注 2)，その背景には，研究機

関のランキングが，研究組織の運営，ひいては国の学術行

政にまで大きな影響をもたらすようになっており，このラ

ンキングが論文の引用数や国際共著率を算出指標に含めて

いるという事情が存在する。研究機関ランキングの功罪は

本稿では立ち入らないが，ランキングが研究機関単位で集

計される以上，各研究機関が研究業績の情報を把握するこ

とは極めて重要な課題になっている。

2.2　 研究者プロフィールサービスで用いられるソフト

ウェア

研究者プロフィールサービスは，研究者プロフィール情

報の公開や分析をサポートするための様々な機能を備えて

いる。日本国外では研究者プロフィールサービスは，

Pure（Elsevier），Elements（Symplectic），Converis
（Clarivate Analytics）など，大手のデータベースベンダー

によって製品として提供されるものもあれば，DSpace-
CRIS5) や VIVO6) のようにフリーソフトウェアとして提

供されるものも存在する。これらのサービスは，Current 
Research Information Systems（CRIS）， あ る い は

Research Information Management System（RIMS）の

という名称で提供されていることが多く，特にデータベー

スベンダーによって提供される研究者プロフィールサービ

スでは，研究者個人のプロフィール情報の表示に加えて，

各社の持つ文献情報を活用した共著関係の分析や，その結

果の可視化の機能を備えている点をアピールポイントとし

ている。

OCLC Research と euroCRIS が 2018 年に実施した

Research Information Management についての調査報告

書 7) によると，調査に回答した研究機関のうち，全体の

約 52％で商用ソフトウェアによる研究者プロフィール

サービスが導入されており，その中でも Pure は全体の

30％を占めていた。一方で，独自開発によるサービスも

28％と，Pure に次ぐ割合となっており，DSpace-CRIS
や VIVO などのフリーソフトウェアを含めると，全体の

約 40％で非商用ソフトウェアが導入されている。

さらにこれらに加えて，Google Scholar や Microsoft 
Academic，Scopus の著者プロフィールページなど，他の

検索サービスの一部として提供されているもの，Publons
（Clarivate Analytics）や ResearchGate のように，独自

の Web サービスとして提供されているものも存在する。

日本国内では，JST の提供する researchmap が研究者

プロフィールサービスとして広く用いられており，研究機

関の担当者によるプロフィール情報の一括更新機能を備え

ている。また，研究機関が各自で運用する形のサービスの

例として，「MF 教員業績管理システム」8)（株式会社メディ

アフュージョン）などが挙げられる。

3．多様化する研究活動

研究者にとって最も重要な業績が原著論文であること

は，今までも今後も変わらないと思われる。しかし先述の

とおり，インターネットの普及，さらに近年のデータ科学

の普及により，研究の内容もその公表の方法も，きわめて

多様なものとなってきている。ジャーナルへの投稿時に，

付随データの投稿・公開が要求されることも珍しくなく，

またそのデータも実験で使用した実際のデータ（生デー

タ，raw data）だけでなく，実験に使用したプログラム

のソースコードなどが収録されることもある。さらに，研

究機関や出版社の構築する研究データリポジトリ，Open 
Science Framework などを用いて開設されているプレプ

リントサーバ 9)，ResearchGate のような研究者向けソー

シャルネットワークサービスにも，研究に関わる多くの

データがアップロードされ，その多くに DOI が付与され

るようになっている 10)。

論文著者版や博士論文のファイルの公開は，日本を含め

た多くの研究機関では，機関リポジトリで行われているこ

とが多いと思われるが，研究データの登録についても学位

論文であればそのエビデンスデータとして，学会発表であ

ればその追試を可能とする情報源として，機関リポジトリ

の利用が期待されている。また，投稿前の研究成果や研究

データの登録については，上述のプレプリントサーバが利

用されることも多くなっている。これらの行為も当然なが

ら研究活動の一環であるため，研究者プロフィールサービ

スにおいても，機関リポジトリやプレプリントサーバへの

登録情報の捕捉が求められることになる。

しかしながらその実践においては，研究分野間の文化の

相違や登録の負荷の問題が完全に解決しているとは言え

ず，いまだ試験的な段階と言えよう。実際にサービスを利

用するユーザからすれば，これらのデータ登録や検索は一

元化されているほうが望ましいのは当然と言えるが，「単

一のサービスですべてが完結する」ことを実現するのは，

多くの場合極めて困難である。これは，これらの「研究業

績」の情報を管理する関係者が極めて多岐にわたるからで

ある。論文・書籍の情報であればそれらの刊行元となる出

版社，またそれらを入手する図書館からの書誌情報や所蔵

情報が必要となるし，近年義務化の進むオープンアクセス
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を実現するためには，出版社に投稿された論文の権利関係

や機関リポジトリへの登録状況に関する情報も必要とな

る。

また，研究を主たる業務とする研究職だけでなく，研究

支援職の役割も多様化している。組織をまたいだ共同研究

は珍しくなく，特に実験装置などの共同利用施設において

は，その利用状況の把握が大きな課題になっている。研究

費の獲得競争が激しくなる中で，共同利用施設の運用や維

持，更新に必要な予算を獲得するためには，その施設の利

用によって生み出された成果を説明できるようになってい

る必要がある。このような状況を背景に，今までの技術職

員に加えて，URA に代表される，研究業績の把握と分析

を行うための業務を専門とする新たな職種が生まれてい

る。

4．研究活動をいかに捕捉するか

4.1　研究活動の捕捉の難しさ

では，その「研究業績の把握」は，どのようにして行え

ばよいのだろうか。先述のとおり，大手出版社が提供する

研究者プロフィールサービスでは，自社で提供している論

文データベースとの連携を強くアピールしており，また

researchmap でも，各研究機関が独自で研究者プロフィー

ルサービスを開発・維持しなくてもよいことをメリットと

して主張している 11)。これを可能としているのが，論文

や研究データ，研究者や研究機関に付与される識別子であ

り，またそれらを流通させるために各データベースで提供

される WebAPI である。

学術コミュニケーションの世界は，国際的に流通する識

別子と，それを用いた WebAPI なしではすでに成り立た

なくなっている。査読の有無を問わず，多くの学術出版や

研究データリポジトリに登録される文献やデータについて

は DOI（Digital Object Identifier）が付与され，その書

誌情報が Crossref やジャパンリンクセンター (JaLC) の検

索 WebAPI，もしくはダンプファイルによって自由に入手

できるようになっており，多くの学術サービスで利用され

ている。また，研究者の識別子である ORCID も普及が進

み， こ れ に 加 え て 組 織 ID で あ る ROR（Research 
Organization Registry）12) も立ち上がっている。このた

め，研究者プロフィールサービスは DOI さえわかってい

れば，それを用いて書誌情報を容易にサービス内に取り込

むことができる。

このように，研究者プロフィールサービスで扱う情報の

うち，論文や研究データをはじめとする多くの文献情報に

ついては，データ連係が非常に容易な状態となっているは

ずである。しかし，ここで課題となるのは，「この研究者

がこの研究機関に所属している」という情報を，どのよう

にメンテナンスするかという点である。Crossref や JaLC
が提供する DOI のメタデータには，著者情報として氏名

や研究機関名，ORCID 番号が記述できるようになってい

るが，それらを記述するのはジャーナルの出版社など，研

究機関自身ではない場合が多いため，常に入力されている

とは限らない。また，著者の ORCID 番号が入力されてい

たとしても，ORCID レコードに所属の情報が正しく入力

されているとも限らない。「この研究者がこの研究機関に

所属している」という情報の発生源となるのは，その研究

機関の人事担当の部署であり，研究者プロフィールサービ

スを構築するにあたっては，必然的にこの情報をどのよう

にして入手し，サービスに取り込むかという問題が発生す

る。

もうひとつは，「なにをもって自組織の研究業績とする

か」という問題がある。研究者プロフィールサービスは，

研究者個人の業績だけでなく，その研究者の所属する研究

機関のプロフィールを示すものであるため，自組織の研究

業績情報の正確な把握が求められる。近年は研究活動の分

析のみならず，研究公正の観点からの要求も厳しくなって

いる上，非常勤講師やクロスアポイントメントの研究者の

ように所属・関係する組織が複数存在するケースが，この

問題を複雑にしている。

さらに，研究者プロフィールサービスの構築目的として

「研究活動の分析」があることは先述のとおりであるが，

研究者プロフィールサービスの開発や運用を行う担当者

と，実際に研究活動の分析や評価を行う担当者は，同じ部

署に所属しているとは限らない。研究者プロフィールサー

ビスは図書館・研究管理・人事など，必然的に複数部署と

の連携が必要となる種類のサービスであり，ここにシステ

ム間連携の困難さが発生する。先述の OCLC Research と

euroCRIS による調査報告書でも，Research Information 
Management System の運用は研究管理の部署が主な責任

を持つと回答している研究機関が最も多いが，図書館はそ

れに次ぐ 2 位の回答数を得ている（3 位は IT 担当部署）。

しかし，複数の部署をまたいだサービス開発の実施には，

開発予算や担当者の分担，プロジェクト管理など，多くの

困難な課題が待ち受けることとなる。これは，特に現在図

書館で機関リポジトリの運用を担当している者にとって

は，容易に想像がつくところであろう。

4.2　研究活動を捕捉するためのサービス設計事例

SAMURAI は，研究者や技術職員（エンジニア）など，

研究活動に携わる NIMS の職員およそ 1000 名の氏名や所

属，研究業績や研究内容を収録しているが，2009 年の公

図 1　SAMURAI のシステム連携構成図
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開後も，2017 年には研究者識別子 ORCID との連携を開

始するなど，近年も積極的にサービスの発展を続けている。

SAMURAI と NIMS 内外のシステムとの連携の構成を，

図 1 に示す。

SAMURAI は単独で運用されているものではなく，以

下のシステムから得た情報を用いて構成されている。

職員データベース（人事・IT 部署によって管理）

発表許可申請システム・研究業績登録システム（研究

管理部署によって管理）

外部データベース（Crossref，JaLC，ORCID など）

機構内の各システムは，研究者の氏名や所属，メールア

ドレスなどの情報を，職員データベースから定期的に取得

するようになっている。ここでは研究者の識別には職員番

号が用いられる。

NIMS では，研究者が研究成果を発表する際に，機構

内の「発表許可申請システム」に発表の概要を入力し，代

表発表者の上長の許可及び共著者の明示的合意を得る必要

がある。また，研究成果の発表後（たとえば，論文であれ

ば掲載誌の出版後）に，研究者自身でその成果の書誌情報

を「研究業績登録システム」に登録することになっている

（図 2）。同システムに登録された業績の情報は，機構内の

業績評価の担当部署が承認作業を行い，承認が完了した業

績が研究者の個人業績評価の対象として扱われることに

なっている。つまり，業績情報を登録しなければ研究者の

評価の対象として扱われないことになり，この点において

業績情報を登録するインセンティブを確保している。

研究業績登録システムでは，業績情報の入力の手間の削

減を目的として，Crossref API を用いた DOI の入力によ

る業績情報の自動入力機能を備えている。研究業績登録シ

ステムに入力された情報は，DOI と職員 ID を含めた

TSV ファイルとして出力され，SAMURAI に毎日定期的

に送付される。SAMURAI 上では職員 ID と ORCID の紐

付け情報を管理しており，文献情報の DOI をもとに

Crossref や JaLC の WebAPI を用いて，書誌情報の修正

や著者名の名寄せを自動的に行っている。自動処理を徹底

するため，SAMURAI には書誌情報やプロフィール情報

を編集するフォームが存在していない注 3)。

また，NIMS ではテキストデータマイニング用の論文

ファイルを購入しており，SAMURAI 上に登録された各

研究者の論文の DOI と照合して，その研究者の研究キー

ワードを表示する機能を開発している（図 3）。
研究者の ORCID 番号の捕捉について，NIMS では「機

構外部へのプロフィール公開に，ORCID 番号の登録を必

要とする」という運用ルールを設定した。機構 LDAP
（Lightweight Directory Access Protocol）アカウントと

ORCID 番号の紐付けは，SAMURAI が ORCID API を用

いてのみ行えるようになっており，研究者や SAMURAI
の運用担当者が Web フォームから手動で入力することは

できない。つまり，同一の研究者が SAMURAI と ORCID
の両方で認証に成功することで，初めて SAMURAI でプ

ロフィールが公開される仕組みとなっており，SAMURAI
で公開されている ORCID 番号は“Authenticated iD”，

つまり本人のものであることが確認された番号である 13)。

研究者プロフィールサービスでの機関リポジトリやデー

タリポジトリとの連携機能について，NIMS では以前か

らその取り組みを進めていたが 14)，2020年より新たなデー

タ リ ポ ジ ト リ と し て「Materials Data Repository」
（MDR）15) の公開を開始した。NIMS では定年制研究職の

うち 99 ％（2021 年 3 月末時点）が，ORCID 番号を

SAMURAI に登録しており，MDR に登録された研究デー

タに対して公開と DOI 付与のためのメタデータを記入す

る際，著者情報に SAMURAI に登録されている ORCID
番号を入力している。本稿執筆時点では，ORCID 番号の

入力は手動で実施しているが，現在 SAMURAI から直接

論文の著者版や研究データのファイルを登録するための

図 2　 研究業績登録システムの画面。なお，「論文扱いプロシーディ

ングス」は，インパクトファクターの付与されている査読

ありのプロシーディングスを指す。

図 3　 テキストデータマイニングを用いた「ワードクラウド」機

能の表示例（開発中）
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ユーザインターフェースをテストしており，2021 年内の

運用開始を目標としている（図 4，図 5）。これは，

SAMURAI にファイルをアップロードすると，SAMURAI
上にすでに登録されている DOI や ORCID の情報をもと

に，MDR に登録するためのメタデータファイルと登録す

るファイルの一式を，RO-crate16) と呼ばれる研究データ

パッケージフォーマットで作成し，これを MDR に送信し

て自動登録を行うというものである。

一方，SAMURAI でまだ活用に至っていない機能とし

て，ORCID の Auto Update 機能がある。これは，研究

者の ORCID 番号に紐付いた DOI が付与された際，その

DOI に対応する文献情報が研究者の ORCID レコードに

自動的に追加されるという機能である。Crossref や
DataCite は以前からこの機能をサポートしているが，

JaLCも2020年にサポートが開始されている 17)。つまり，

研究業績に DOI と ORCID 番号が付与されていれば，自

動的に研究者の業績情報が ORCID に記録され，あとはそ

の情報を ORCID API を用いて，各研究機関の研究者プロ

フィールサービスに取り込むだけとなり，研究者プロ

フィールサービスの構築や研究業績の管理は飛躍的に省力

化されるはずである。

4.3　研究活動の捕捉において残る課題

この DOI に対する Auto Update 機能だけでなく，

researchmap や KAKEN（科学研究費助成事業データベー

ス）18) でも ORCID との連携機能が追加されており，シス

テム連携のための仕組みは整備されているように見える。

それでは，このワークフローを実現するための課題とし

て，どのようなことが考えられるだろうか。

まず，上述のようなデータ連係は「DOI が付与されて

いる」ということが大前提になる。ISBN や ISSN のない

出版流通はもはや考えられないのと同じように，DOI と
ORCID のない研究成果は自ら Web 上での流通を拒絶し

ていると言っても過言ではない。国際的な存在感の低下が

叫ばれる日本の研究において，そのような状況が許される

余地はもはや存在しない。船守は，研究機関や研究者への

ID 付与によって，欧米において研究機関や研究者に関す

る分析を統合的に行うことが可能となりつつあることを指

摘しているが 19)，もしなんらかの理由で日本国内に DOI
や ORCID を「つけたくてもつけられない」という理由が

あるのであれば，それを識別して，学術コミュニティの総

力を挙げて改善に当たるべきである。また，DOI が単な

る転送 URL サービスではなく，ORCID も「研究者が個

人で管理するためだけのプロフィールシステムでもな

い」20) ということ，学術流通に不可欠な ID を含んだメタ

データを提供するサービスであるということを，出版社・

図書館をはじめ，学術流通に関わる者全員が認識すべきで

ある。

一方で，研究者プロフィールサービスで扱うすべての情

報が，DOI や ORCID で扱えるわけではない。学会や研

究会の口頭発表のように，必ずしも発表資料がすべて公開・

保存されるとは限らない性質の研究活動もある。また，教

育関係の情報，たとえば担当科目やそのシラバスについて

は，組織内部で管理する教務関係のデータベースからの取

得が必要になるが，これらの組織内部で管理する情報シス

テムとの連携を行うには，単にシステム開発の作業のみな

らず，組織内おける情報管理規程の側面からの検討が必要

となる。これは決して容易な作業ではなく，研究者プロ

フィールサービスの提供方法において独自開発の割合が多

いのも，このような既存の業務システムとの連携の難しさ

がその理由のひとつと考えられる。

それにもかかわらず独自開発に挑戦する研究機関が多い

ということは，外部データベースから取得することができ

るグローバルなデータだけでは研究活動の実態を正しく表

現できない，ということを示しているのではないだろうか。

まして，研究者プロフィールサービスの用途が研究の評価

であれば，多角的な評価を行うことは不可欠である 21)。

先述のとおり，研究業績として公開される情報には，オー

プンでグローバルな ID が付与されるようになり，入力の

省力化のためのワークフローが整備されてきている。その

一方で，各研究機関で初めて発生する，非グローバルな情

報の入力に対するインセンティブの設計，ならびに入力省

力化のためのワークフローの設計が必要である。

図 4　 SAMURAI での MDR（データリポジトリ）上のファイル

へのリンクの表示例（開発中）

図 5　 SAMURAI でのユーザによるファイルのアップロード画面

（開発中）
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researchmap と e-Rad（府省共通研究開発管理システ

ム）22) の連携による，競争的資金の応募申請時における研

究業績情報の入力の省力化はその好例であり，筆者らの所

属する NIMS でも「研究業績登録システム」のような研

究業績の把握のための仕組みを整備してきているが，研究

内容の多様化や研究者や研究管理の部署の負担軽減につな

げるには，各研究機関で共有・まねのできる何らかの成功

事例が，もうひとつ必要なのではないか。

5．おわりに

本稿では，筆者の経験をもとに，研究者プロフィールサー

ビスの特徴，ならびに今後の研究者プロフィールサービス

に求められる要素について述べてきた。研究者プロフィー

ルサービスは，単なる研究業績データベースではなく，研

究活動全般を俯瞰・分析し，研究活動に直接携わる国内外

の研究者だけでなく，それらを直接的・間接的に支える事

務職員や技術職員，さらに国民に対して，その全体像を伝

えるためのサービスである。多様化した研究活動に対し

て，機械的かつ大量なデータ処理を可能にする仕組みと，

単純な論文の分析とは異なる視点を盛り込んだ，特色のあ

る研究者プロフィールサービスが生み出されることを期待

する。
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